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安
定
供
給
の
維
持
、
競
争
力
の
確

保
、
脱
炭
素
へ
の
対
応
、
技
術
・
技

能
継
承
と
い
っ
た
課
題
解
決
へ
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
事
業
者
は

か
ね
て
設
備
保
全
の
高
度
化
へ
取
り

組
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
は
そ
の

進
化
を
５
段
階
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
捉

え
、
事
業
者
の
保
全
改
革
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
方
針
だ
。

ま
ず
、
い
ず
れ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
も

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
保
全
活
動
を

「
①
事
後
対
応
的
保
全
」
と
位
置
付

け
た
。
設
備
が
故
障
し
た
段
階
で
、

修
繕
や
再
発
防
止
に
取
り
組
む
と
い

う
も
っ
と
も
基
礎
的
な

や
り
方
だ
。

続
い
て
が
「
②
予
防

保
全
」
。
自
社
や
他
事

業
者
に
よ
る
設
備
利
用

に
伴
っ
て
観
測
さ
れ
た

不
具
合
情
報
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
に

従
っ
て
、
不
具
合
が
起
き
る
前
に
設

備
を
交
換
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ

る
手
法
だ
。

次
の
進
化
が「
③
状
態
基
準
保
全
」

だ
。
デ
ー
タ
に
基
づ
き
予
想
さ
れ
る

不
具
合
発
生
に
備
え
対
策
を
打
つ
と

い
う
点
で
「
②
予
防
保
全
」
と
共
通

す
る
が
、
②
が
「
時
間
や
期
間
」
を

基
準
と
す
る
の
に
対
し
、
③
は
「
設

備
の
状
態
」
を
基
準
と
す
る
。
具
体

的
に
は
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
状
態
監
視

に
よ
り
得
た
デ
ー
タ
の
値
が
、
一
定

の
ル
ー
ル
で
標
準
を
逸
脱
し
た
場
合

に
対
策
を
講
じ
る
。

次
の
「
④
予
知
保
全
」
以
降
が
、

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
が
事
業
者
に
よ
る
理
解

と
導
入
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
ス
テ
ー
ジ
だ
。
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
な
ど
に
よ
り
分
析
。
よ
り
精

緻
に
不
具
合
・
故
障
を
予
測
し
、
保

全
活
動
へ
反
映
す
る
こ
と
で
最
適
化

し
、
保
全
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
げ

る
。そ

し
て「
⑤
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
保
全
」

は
、
設
備
単
位
で
は
な
く
作
業
項
目

単
位
で
不
具
合
・
故
障
の
リ
ス
ク

（
起
き
た
場
合
の
損
害
）
と
頻
度
を

定
量
化
。
こ
れ
ま
で
の
保
全
で
は
考

慮
外
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
損
害

の
大
き
さ
を
「
リ
ス
ク
」
と
し
て
考

え
、
過
不
足
の
な
い
、
最
適
な
点
検

頻
度
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
コ

ス
ト
の
低
減
が
図
れ
る
。

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営

業
本
部
の
渡
辺
氏
は
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
上
に
行
く
ほ
ど
高
度
で
最
適
化
さ

れ
た
保
全
で
あ
り
、
保
全
担
当
者
だ

け
で
な
く
、
経
営
戦
略
者
に
も
貢
献

す
る
」
と
指
摘
し
、
①
〜
③
が
「
戦

術
的
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
④
、
⑤

は
「
戦
略
的
」
な
保
全
だ
と
説
明
す

る
。
こ
れ
ま
で
複
雑
に
組
み
合
わ
さ

れ
て
き
た
保
全
対
策
の
最
適
化
が
で

き
、
管
理
者
の
負
担
だ
け
で
な
く
コ

ス
ト
も
軽
減
す
る
。
今
後
、
設
備
の

老
朽
化
に
伴
い
増
大
す
る
コ
ス
ト
と

設
備
寿
命
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
保
全
の
見
直
し
は

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
る
。

日
本
の
電
力
市
場
は
２
０
１
６

年
に
小
売
り
全
面
自
由
化
が
ス
タ

ー
ト
。
人
口
減
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
の
加
速
か
ら
需
要
の

大
幅
成
長
は
望
め
な
い
中
、
在
来

型
電
源
の
新
設
へ
の
投
資
環
境
は

厳
し
く
、
競
争
力
の
確
保
は
高
経

年
プ
ラ
ン
ト
を
含
む
既
存
発
電
設

備
の
確
実
な
稼
働
が
鍵
と
な
る
。

加
え
て
国
際
的
命
題
で
あ
る

「

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

へ
の
取
り
組
み
や
、
現
場
の
高
年

齢
化
に
伴
う
技
術
・
技
能
継
承
な

ど
も
課
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
背

景
に
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
よ
る

発
電
所
運
用
の
高
度
化
は
、
電
気

事
業
者
に
と
っ
て
も
は
や
必
須
事

項
と
な
っ
て
い
る
。

★
ソ
フ
ト
会
社
買
収

そ
こ
で
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
は
、

年

に
買
収
し
た
米
Ｏ
Ｓ
Ｉ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ

（
オ
ー
エ
ス
ア
イ
ソ
フ
ト
）
が
手

掛
け
る
デ
ー
タ
管
理
イ
ン
フ
ラ

「
Ｐ
Ｉ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
（
パ
イ

シ
ス
テ
ム
）
」
に
よ
り
、
情
報
の

利
活
用
を
強
化
し
た
プ
ラ
ン
ト
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
包
括
的
に
カ
バ

ー
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
れ

ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
考
え
だ
。

Ｐ
Ｉ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
は
多
様

な
設
備
か
ら
セ
ン
サ
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
統
合
的

に
記
録
・
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム

だ
。
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
従
来
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
多
様
な
デ
ー

タ
を
可
視
化
、
一
元
化
し
、
プ
ラ

ン
ト
の
設
備
を
最
適
か
つ
効
率
的

に
運
用
が
で
き
る
。
さ
ら
に
今
後

進
む
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
解
析

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

こ
の
う
ち
予
知
保
全
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
設
備
の
挙
動
デ
ー

タ
か
ら
運
転
停
止
に
つ
な
が
る

「
兆
候
」
を
独
自
Ａ
Ｉ
が
検
知
。

さ
ら
に
自
動
で
「
兆
候
」
が
発
生

し
た
原
因
を
分
析
す
る
。
そ
れ
を

迅
速
に
通
知
す
る
こ
と
で
設
備
運

営
の
判
断
を
支
援
す
る
。

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
保
全
対
策

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ
解
析

を
ベ
ー
ス
に
ト
ラ
ブ
ル
予
知
だ
け

で
な
く
原
因
分
析
ま
で
踏
み
込
ん

だ
保
全
は
画
期
的
だ
。
特
に
導
入

が
急
拡
大
す
る
再
エ
ネ
は
分
散
型

電
源
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
火

力
や
原
子
力
の
よ
う
に
労
働
集
約

型
の
体
制
に
よ
る
保
全
は
難
し

い
。
そ
の
一
方
で
、
事
業
性
確
保

に
は
安
定
的
な
運
転
が
求
め
ら
れ

る
。
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
営
業
本
部
第
２
営
業
部
の
渡
辺

浩
史
部
長
は
、
「
予
知
保
全
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ら
課
題
に
対

応
し
、
プ
ラ
ン
ト
を
自
律
的
に
動

か
す
仕
組
み
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
」
と
話
す
。

★
脱
炭
素
に
も
貢
献

予
知
保
全
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は

脱
炭
素
に
も
貢
献
し
う
る
。

年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向
け

て
火
力
設
備
で
の
水
素
、
ア
ン
モ

ニ
ア
混
焼
・
専
焼
に
取
り
組
む
方

針
を
示
す
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
複
数
存

在
す
る
。
こ
の
と
き
、
懸
念
さ
れ

る
の
が
既
存
設
備
で
想
定
し
な
い

燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
だ
。
こ
れ
を
予
知

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
材
確
保

の
困
難
化
や
、
社
員
の
年
齢
構
成

の
偏
り
に
よ
る
技
術
・
技
能
継
承

の
困
難
化
も
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
が
抱
え
る
保
全
業
務
で

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
だ
。
Ａ
Ｖ

Ｅ
Ｖ
Ａ
は
そ
う
し
た
課
題
に
も
対

応
。
「
熟
練
技
術
者
に
よ
る
属
人

的
な
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い

な
い
知
見
」
と
い
っ
た
伝
承
が
難

し
い
技
術
・
技
能
を
、
プ
ラ
ン
ト

デ
ー
タ
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ア
ー

カ
イ
ブ
化
が
で
き
る
。

グローバルに事業展開する産業用ソフトウェア大手・英ＡＶ

ＥＶＡ（アヴィバ）は、日本の電力・エネルギー事業者の課題

解決へ向けた提案を強化している。その中で特に注力する予知

保全ソリューションは、全面自由化時代の発電所の競争力強化

を支援。脱炭素や技能継承といった経営課題の解決にも寄与し

うる。海外の事業者での導入事例を含め、ＡＶＥＶＡが顧客企

業と共に進める保全高度化への戦略を紹介する。

フ
ラ
ン
ス
電
力
（
Ｅ
Ｄ

Ｆ
）
グ
ル
ー
プ
は
原
子
力

を
中
心
に
多
様
な
発
電
事

業
を
世
界
各
国
で
展
開
す

る
。
同
社
は
Ｐ
Ｉ

Ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
と
、
そ
の
デ
ー

タ
を
基
に
予
知
保
全
を
行

う
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ

Ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ

ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ａ
ｎ
ａ
ｌ

ｙ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
」
を
導
入
し

て
い
る
。
３
０
０
以
上
の

原
子
力
、
火
力
、
水
力
発

電
所
の
ほ
か
、
再
エ
ネ
、

地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
か

ら
デ
ー
タ
を
収
集
。
地
域

ご
と
に
フ
ラ
ン
ス
国
内
に

５
つ
の
監
視
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、
事
前
に
異
常
を
検

知
し
て
安
定
供
給
に
つ
な

げ
て
い
る
。

日
々
稼
働
す
る
発
電
設

備
は
、
常
に
計
画
外
停
止

に
つ
な
が
る
何
ら
か
の
ト

ラ
ブ
ル
の
可
能
性
を
抱
え

る
。
設
備
の
挙
動
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
解
析
す
る
こ
と
で
そ

う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
抑
止

し
、
設
備
の
損
壊
や
、
売

電
機
会
の
逸
失
を
回
避
。

事
業
の
収
益
性
向
上
に
貢

献
す
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｆ
で
は
早

期
警
告
１
件
当
た
り
１
５

０
万
㍀
（
約
２
億
４
千
万

円
）
を
節
約
し
て
い
る
と

い
う
。

ま
た
北
米
エ
リ
ア
を
中

心
に
再
エ
ネ
発
電
事
業
を

手
掛
け
る
グ
ル
ー
プ
会
社

の
Ｅ
Ｄ
Ｆ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
ズ
も
か
ね
て
Ｐ
Ｉ

Ｓ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
で
発
電
設
備

と
電
力
貯
蔵
設
備
か
ら
運

転
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い

た
。
こ
れ
に
予
知
保
全
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
運
転
停

止
に
よ
る
損
失
額
を
加
味

し
た
保
全
計
画
策
定
を
サ

ポ
ー
ト
。
遠
隔
地
に
あ
る

風
力
発
電
所
へ
の
移
動
や

高
所
へ
の
昇
降
作
業
の
回

数
を
抑
え
、
コ
ス
ト
削
減

に
寄
与
し
て
い
る
。

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
予
知
保

全
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
こ

の
よ
う
に
多
種
多
様
な
発

電
方
式
の
設
備
を
統
合
的

に
監
視
管
理
で
き
る
。
セ

ン
サ
ー
デ
ー
タ
を
管
理

し
、
発
電
機
、
タ
ー
ビ
ン
、

ポ
ン
プ
な
ど
設
備
の
部
位

ご
と
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を

テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
基
づ
き

作
成
、
解
析
す
る
こ
と
で
、

正
確
で
迅
速
な
警
告
を
発

出
。
監
視
技
術
者
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
分
か

り
や
す
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
に
よ
り
そ
れ
ら
を
認

識
で
き
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
を
含
む
世
界
中
の
電
力

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
導

入
効
果
が
出
て
い
る
。

保全の高度化をサポート

ＡＩが「兆候」発生原因も分析

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
保
全
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
原

子
力
か
ら
再
エ
ネ
ま
で
幅
広
い
設
備
に
対
応
す
る

（
写
真
は
Ｅ
Ｄ
Ｆ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
ズ
が
米
国
で

運
営
す
る
風
力
発
電
所
）

ＡＶＥＶＡ（アヴィバ）

原子力、火力、水力、再エネなどデータ収集

統合的な監視管理可能に

５
段
階
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で「
改
革
」支
援

プラントライフサイクル向けソリューションを提供

「
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

国
内
事
業
者
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
」

と
語
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部
第
２

営
業
部
の
渡
辺
浩
史
部
長

フランス ＥＤＦグループ

予知保全ソリューション

ＰＩＳｙｓｔｅｍを活用データ管理インフラ

保
全
戦
略
の
進
化

海
外
導
入
事
例


